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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱ローラと、
　前記加熱ローラの内部に配置され、前記加熱ローラの開口から突出する一端部を有する
ヒータと、
　前記ヒータの前記一端部に設けられる端子を支持する定着フレームと、
　前記ヒータの前記端子の少なくとも一部を覆う端子カバーと、を備える定着装置であっ
て、
　前記端子カバーは、前記端子の少なくとも一部を覆うカバー部と、前記カバー部から前
記加熱ローラの軸線に沿った軸線方向と交差する方向に突出して前記加熱ローラの前記開
口の少なくとも一部を覆う突出壁とを有し、
　前記定着フレームは、前記加熱ローラの前記一端部に設けられるローラギヤに前記軸線
方向で対向する対向面を有し、
　前記突出壁は、前記軸線方向において、前記対向面よりも前記ローラギヤに近いことを
特徴とする定着装置。
【請求項２】
　前記端子カバーは、前記端子から離れて配置されていることを特徴とする請求項１に記
載の定着装置。
【請求項３】
　前記定着フレームは、
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　前記ヒータの前記端子に接触する端子取付面と、
　前記端子取付面から前記ヒータの前記一端部よりも突出して、前記端子カバーを支持す
る第１支持壁と、をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の定着装置。
【請求項４】
　前記定着フレームは、前記端子取付面から前記ヒータの前記一端部よりも突出して、前
記端子カバーを支持する第２支持壁をさらに備え、
　前記ヒータの前記一端部は、前記第１支持壁と前記第２支持壁との間に配置されている
ことを特徴とする請求項３に記載の定着装置。
【請求項５】
　前記端子を前記定着フレームに固定する第１ネジをさらに備え、
　前記端子は板状であり、
　前記端子には、前記第１ネジが挿通される挿通孔が形成され、
　前記端子カバーの前記カバー部は、前記第１ネジを覆うことを特徴とする請求項１から
請求項４のいずれか１項に記載の定着装置。
【請求項６】
　前記端子カバーを前記定着フレームに固定する第２ネジをさらに備え、
　前記端子カバーは、前記第２ネジが挿通される挿通孔が形成されたことを特徴とする請
求項１から請求項５のいずれか１項に記載の定着装置。
【請求項７】
　前記定着フレームは、前記ヒータの前記端子に接触する端子取付面から突出し、前記端
子カバーが取り付けられるカバー取付面を有するボス部を有し、
　前記ボス部には、前記第２ネジが捩じ込まれる孔が形成されたことを特徴とする請求項
６に記載の定着装置。
【請求項８】
　前記ローラギヤは、前記加熱ローラの前記開口に前記軸線方向から見て重なり、前記加
熱ローラの内部に連通する貫通孔を有し、
　前記突出壁は、前記ローラギヤの前記貫通孔の少なくとも一部を覆うことを特徴とする
請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の定着装置。
【請求項９】
　前記端子カバーの突出壁は、前記軸線方向および前記突出壁が突出する方向に直交する
方向において、前記ローラギヤの前記貫通孔の直径よりも長いことを特徴とする請求項８
に記載の定着装置。
【請求項１０】
　前記ローラギヤの前記貫通孔の少なくとも一部は、前記突出壁と前記定着フレームとで
覆われていることを特徴とする請求項８または請求項９に記載の定着装置。
【請求項１１】
　前記ローラギヤの前記貫通孔のすべてが、前記軸線方向から見たときに、前記突出壁と
前記カバー部と前記定着フレームとで覆われていることを特徴とする請求項１０に記載の
定着装置。
【請求項１２】
　前記端子カバーは、前記定着フレームに固定されていることを特徴とする請求項１０ま
たは請求項１１に記載の定着装置。
【請求項１３】
　前記突出壁は、前記カバー部から前記定着フレームとは反対側に向けて突出することを
特徴とする請求項１２に記載の定着装置。
【請求項１４】
　前記突出壁は、前記ローラギヤに対して前記軸線方向に間隔を空けて配置されているこ
とを特徴とする請求項１から請求項１３のいずれか１項に記載の定着装置。
【請求項１５】
　請求項１から請求項１４のいずれか１項に記載の定着装置と、
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　前記定着装置を支持する本体フレームと、
　前記本体フレーム内の空気を外部に排出するための排気ファンと、を備えた画像形成装
置であって、
　前記定着フレームは、ガラスとＰＥＴとを含んで構成され、
　前記突出壁は、前記加熱ローラを挟んで前記排気ファンとは反対側に配置されているこ
とを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録シート上に現像剤像を熱定着するための定着装置および画像形成装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、筒状の加熱ローラと、加熱ローラの内部に配置され、加熱ローラの開口から突出
する一端部を有するヒータと、ヒータの一端部に設けられる端子を支持する定着フレーム
とを備えた定着装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－５７６４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来技術では、外部の空気が加熱ローラの開口から加熱ローラ内に入り込む
こと、または、加熱ローラ内の空気が開口を通って外部に流出することによって、加熱ロ
ーラの加熱効率が低下するおそれがあった。
【０００５】
　そこで、本発明は、加熱ローラの加熱効率を向上させることができる定着装置および画
像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するため、本発明に係る定着装置は、加熱ローラと、前記加熱ローラの
内部に配置され、前記加熱ローラの開口から突出する一端部を有するヒータと、前記ヒー
タの一端部に設けられる端子の少なくとも一部を覆う端子カバーと、を備える。
　前記端子カバーは、前記端子の少なくとも一部を覆うカバー部と、前記カバー部から前
記加熱ローラの軸線に沿った軸線方向と交差する方向に突出して前記加熱ローラの前記開
口の少なくとも一部を覆う突出壁とを有する。
【０００７】
　この構成によれば、外部の空気が加熱ローラの開口から加熱ローラ内に流入すること、
または、加熱ローラ内の空気が開口を通って外部に流出することを突出壁によって抑える
ことができるので、加熱ローラの加熱効率を向上させることができる。
【０００８】
　また、前記した構成において、前記加熱ローラの一端部に設けられるローラギヤを備え
、前記ローラギヤは、前記加熱ローラの前記開口に前記軸線方向から見て重なり、前記加
熱ローラの内部に連通する貫通孔を有し、前記突出壁は、前記ローラギヤの前記貫通孔の
少なくとも一部を覆うように構成することができる。
【０００９】
　これによれば、突出壁がローラギヤの貫通孔の少なくとも一部を覆うので、外部の空気
がローラギヤの貫通孔を通って加熱ローラの開口から加熱ローラ内に流入すること、また
は、加熱ローラ内の空気が開口および貫通孔を通って外部に流出することを突出壁で抑え
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ることができる。
【００１０】
　また、前記した構成において、前記ヒータの前記端子を支持する定着フレームを備える
場合には、前記ローラギヤの前記貫通孔の少なくとも一部は、前記突出壁と前記定着フレ
ームとで覆われていてもよい。
【００１１】
　これによれば、突出壁と定着フレームとによってローラギヤの貫通孔を良好に覆うこと
ができる。
【００１２】
　また、前記した構成において、前記ローラギヤの前記貫通孔のすべてが、前記軸線方向
から見たときに、前記突出壁と前記カバー部と前記定着フレームとで覆われていてもよい
。
【００１３】
　これによれば、外部の空気がローラギヤの貫通孔から加熱ローラ内に流入すること、ま
たは、加熱ローラ内の空気がローラギヤの貫通孔から外部に流出することを突出壁等によ
ってより抑えることができるので、加熱ローラの加熱効率をより向上させることができる
。
【００１４】
　また、前記した構成において、前記端子カバーは、前記定着フレームに固定されていて
もよい。
【００１５】
　また、前記した構成において、前記突出壁は、前記カバー部から前記定着フレームとは
反対側に向けて突出する構成とすることができる。
【００１６】
　また、前記した構成において、前記突出壁は、前記ローラギヤに対して前記軸線方向に
間隔を空けて配置されていてもよい。
【００１７】
　これによれば、突出壁がローラギヤに対して軸線方向に間隔を空けて配置されているの
で、ローラギヤが突出壁に干渉して傷つくのを抑えることができる。
【００１８】
　また、本発明に係る画像形成装置は、前述した定着装置と、前記定着装置を支持する本
体フレームと、前記本体フレーム内の空気を外部に排出するための排気ファンと、を備え
る。
　前記定着フレームは、ガラスとＰＥＴとを含んで構成される。
　前記突出壁は、前記加熱ローラを挟んで前記排気ファンとは反対側に配置されている。
【００１９】
　この構成によれば、排気ファンによって加熱ローラ内にエアーフローが発生するのを突
出壁によって抑えることができるので、加熱ローラ内の加熱された空気が排気ファンによ
って排気ファン側に流れることにより定着フレームの排気ファン側の部分が加熱されて当
該部分からＵＦＰ（Ｕｌｔｒａ　Ｆｉｎｅ　Ｐａｒｔｉｃｌｅ：超微粒子）が発生するの
を抑えることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、加熱ローラの加熱効率を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態に係るレーザプリンタを示す断面図である。
【図２】分解した定着装置を下側から見た分解斜視図である。
【図３】端子カバー周りの構造を示す拡大斜視図である。
【図４】定着フレームの端子取付面周りの構造を下側から見た下面図である。
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【図５】ローラギヤの貫通孔と端子カバーおよび定着フレームとの関係を示す斜視図であ
り、定着フレームから端子カバーを取り外した状態を示す図（ａ）と、定着フレームに端
子カバーを取り付けた状態を示す図（ｂ）である。
【図６】ローラギヤと端子カバーを前側から見た正面図である。
【図７】定着装置の端子カバー周りの構造を下側から見た下面図である。
【図８】排気ファンと定着装置の位置関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　次に、本発明の実施形態について、適宜図面を参照しながら詳細に説明する。なお、以
下の説明においては、まず、画像形成装置の一例としてのレーザプリンタの全体構成を簡
単に説明した後、本発明の特徴部分を詳細に説明することとする。
【００２３】
　以下の説明において、方向は、レーザプリンタ使用時のユーザを基準にした方向で説明
する。すなわち、図１において、紙面に向かって右側を「前側」、紙面に向かって左側を
「後側」とし、紙面に向かって手前側を「左側」、紙面に向かって奥側を「右側」とする
。また、紙面に向かって上下方向を「上下方向」とする。
【００２４】
　図１に示すように、レーザプリンタ１は、本体フレーム２内に、用紙３を給紙するため
のフィーダ部４と、給紙された用紙３に画像を形成するための画像形成部５とを備えてい
る。
【００２５】
　フィーダ部４は、本体フレーム２内の底部に着脱可能に装着される給紙トレイ６と、給
紙トレイ６内に設けられた用紙押圧板７を備えている。また、フィーダ部４は、給紙トレ
イ６の前側上部に設けられる給紙ローラ８および給紙パット９と、給紙ローラ８に対し用
紙３の搬送方向の下流側に設けられる紙粉取りローラ１０，１１を備えている。さらに、
フィーダ部４は、紙粉取りローラ１１に対して下流側に設けられるレジストローラ１２を
備えている。
【００２６】
　そして、このように構成されるフィーダ部４では、給紙トレイ６内の用紙３が、用紙押
圧板７によって給紙ローラ８側に寄せられ、この給紙ローラ８および給紙パット９で一枚
ずつに分離されて送り出され、本体フレーム２の前側においてＵターンするように各種ロ
ーラ１０～１２を通り、本体フレーム２の前側から後側に向かって画像形成部５に搬送さ
れる。
【００２７】
　画像形成部５は、スキャナ部１６と、プロセスカートリッジ１７と、定着装置１８とを
備えている。
【００２８】
　スキャナ部１６は、本体フレーム２内の上部に設けられ、レーザ発光部（図示せず。）
、回転駆動されるポリゴンミラー１９、レンズ２０，２１、反射鏡２２，２３，２４など
を備えている。そして、スキャナ部１６では、レーザビームが図の鎖線で示す経路を通っ
て、プロセスカートリッジ１７の感光ドラム２７の表面上に高速走査にて照射される。
【００２９】
　プロセスカートリッジ１７は、スキャナ部１６の下方に配設され、本体フレーム２に対
して着脱可能となっている。プロセスカートリッジ１７は、現像カートリッジ２８とドラ
ムユニット５１とで主に構成されている。
【００３０】
　現像カートリッジ２８は、現像ローラ３１、層厚規制ブレード３２、供給ローラ３３お
よびトナーホッパ３４を備えている。そして、トナーホッパ３４内のトナーは、アジテー
タ（符号略）で攪拌された後、供給ローラ３３により現像ローラ３１に供給され、このと
き、供給ローラ３３と現像ローラ３１との間で正に摩擦帯電される。現像ローラ３１上に
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供給されたトナーは、現像ローラ３１の回転に伴って、層厚規制ブレード３２と現像ロー
ラ３１との間に進入し、一定厚さの薄層として現像ローラ３１上に担持される。
【００３１】
　ドラムユニット５１は、感光ドラム２７、スコロトロン型帯電器２９および転写ローラ
３０を備えている。そして、このドラムユニット５１内において、感光ドラム２７の表面
は、スコロトロン型帯電器２９により一様に正帯電された後、スキャナ部１６からのレー
ザビームの高速走査により露光される。これにより、露光された部分の電位が下がって、
画像データに基づく静電潜像が形成される。
【００３２】
　次いで、現像ローラ３１の回転により、現像ローラ３１上に担持されているトナーが、
感光ドラム２７に対向して接触するときに、感光ドラム２７の表面上に形成される静電潜
像に供給される。そして、トナーは、感光ドラム２７の表面上で選択的に担持されること
によって可視像化され、これによって反転現像によりトナー像が形成される。その後、感
光ドラム２７と転写ローラ３０の間で用紙３が搬送されることで、感光ドラム２７の表面
に担持されているトナー像が用紙３上に転写される。
【００３３】
　定着装置１８は、本体フレーム２に支持されており、内部にハロゲンランプ６０を備え
る加熱ローラ４１と、当該加熱ローラ４１の下方に配置され、加熱ローラ４１に対して押
圧される加圧ローラ４２とを備えている。そして、この定着装置１８では、ハロゲンラン
プ６０によって加熱ローラ４１が加熱されることで、用紙３が加熱ローラ４１と加圧ロー
ラ４２との間を通過する間に用紙３上に転写されたトナー像が熱定着される。
【００３４】
　その後、用紙３は、搬送ローラ４３によって、排紙パス４４に搬送され、排紙ローラ４
５によって排紙トレイ４６上に排紙される。
【００３５】
　次に、定着装置１８の構造を詳細に説明する。
　図２に示すように、定着装置１８は、前述したハロゲンランプ６０や加熱ローラ４１等
を備える他、これらを支持する定着フレーム１００を備えている。
【００３６】
　加熱ローラ４１は、左右方向に長い円筒状に形成される金属製の部材であり、その両端
部が、定着フレーム１００に支持される２つの軸受７１，７２によって回転可能に支持さ
れることで、左右方向に延びる軸線ＡＬを中心に回転可能となっている。加熱ローラ４１
の左端部には、当該加熱ローラ４１と一体に回転するローラギヤ８０が設けられている。
【００３７】
　ローラギヤ８０は、樹脂製のギヤであり、本体フレーム２内に設けられる図示せぬモー
タの駆動力が複数のギヤを介して伝達されるようになっている。これにより、加熱ローラ
４１がモータの駆動力で回転するようになっている。
【００３８】
　ローラギヤ８０の中心部分には、左右方向に貫通して加熱ローラ４１の内部に連通する
貫通孔８１が、左右方向から見て加熱ローラ４１の開口４１Ａ（右側のみ図示）と重なる
ように形成されている。これにより、加熱ローラ４１内に挿入されるハロゲンランプ６０
の左端部（後述する左側の端子６３）を、加熱ローラ４１の開口４１Ａおよび貫通孔８１
を通してローラギヤ８０の左右方向外側の端面よりも外側に突出させることが可能となっ
ている。また、貫通孔８１は、加熱ローラ４１の左端側の開口４１Ａよりも小径となって
いる。
【００３９】
　また、加熱ローラ４１の左端部には、ローラギヤ８０から左右方向内側に離れて配置さ
れるリング部材２００と、リング部材２００の左右方向内側に配置される規制ワイヤ（図
示略）とが設けられている。リング部材２００は、加熱ローラ４１の外周面を囲うような
円環状に形成されており、加熱ローラ４１の外周面に対して左右方向に移動可能な状態で
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取り付けられている。
【００４０】
　規制ワイヤは、リング部材２００の左右方向内側への移動を規制する部材であり、両端
部が加熱ローラ４１に形成された孔に係合することで、加熱ローラ４１に対して固定され
ている。そして、加熱ローラ４１のうちリング部材２００とローラギヤ８０の間の部位が
、前述した軸受７２によって回転可能に支持されている。
【００４１】
　つまり、リング部材２００とローラギヤ８０は、これらの間に配置された軸受７２に対
して左右方向で当接可能となっている。これにより、加熱ローラ４１が軸線方向に移動し
た際に、軸受７２にリング部材２００またはローラギヤ８０が当接することで、加熱ロー
ラ４１が軸線方向に移動しすぎてしまうのを抑えることが可能となっている。
【００４２】
　ハロゲンランプ６０は、通電により発熱するように構成されるヒータであり、ガラス管
６１と、ガラス管６１内に設けられるフィラメント６２と、ガラス管６１の両端部から左
右方向外側に突出するフィラメント６２の両端部６２Ａ，６２Ｂに接続される２つの端子
６３，６４とを備えて構成されている。ガラス管６１は、左右方向に長い円筒状の筒状部
６１Ａと、筒状部６１Ａの両端部に一体に形成される一対の封止部６１Ｂとを有している
。
【００４３】
　各端子６３，６４は、上下方向に直交する板状に形成されている。そして、ハロゲンラ
ンプ６０を加熱ローラ４１内に配置したときにおいて、右側の端子６４は、加熱ローラ４
１の右側の開口４１Ａから左右方向外側に突出し、左側の端子６３は、ローラギヤ８０の
貫通孔８１から左右方向外側に突出するように構成されている（図８参照）。
【００４４】
　左側の端子６３の前側には、定着フレーム１００に形成される後述する係合突起１１１
（図４参照）に係合する係合孔６３Ａが形成され、後側には、ネジＳ１（図６参照）が挿
通される挿通孔６３Ｂが円孔状に形成されている。また、右側の端子６４には、ネジＳ１
が挿通される挿通孔６４Ａが左右方向に長い長孔状に形成されている。
【００４５】
　そして、各端子６３，６４は、ネジＳ１によって定着フレーム１００に固定され、図示
せぬ電源コネクタに接続されている。また、左側の端子６３の下には、端子カバー９０が
覆うように設けられている。
【００４６】
　図３および図４に示すように、定着フレーム１００は、ガラスとＰＥＴ（Ｐｏｌｙｅｔ
ｈｙｌｅｎｅ　ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ）とを含んで構成されるフレームであり、ハ
ロゲンランプ６０の左側の端子６３を取り付けるための端子取付面１１０と、端子取付面
１１０の右側の端部から下方（図示上方：加圧ローラ４２側）に向けて突出する第１支持
壁１２１および第２支持壁１２２と、端子取付面１１０の前側の端部から下方に突出する
取付ボス部１２３とを有している。
【００４７】
　端子取付面１１０は、端子６３の面に接触する平面であり、その前側には、端子６３の
係合孔６３Ａに係合可能な係合突起１１１が下方に突出するように形成され、その後側に
は、端子６３を取り付けるためのネジＳ１（図６参照）が捩じ込まれる取付孔１１２が形
成されている。これにより、端子６３を端子取付面１１０に固定する際には、端子６３の
係合孔６３Ａを係合突起１１１に係合させることで、ハロゲンランプ６０が定着フレーム
１００に対して前後左右方向に位置決めされる。ハロゲンランプ６０の位置決め後は、端
子６３の挿通孔６３ＢにネジＳ１を通しつつ、当該ネジＳ１を取付孔１１２に捩じ込むこ
とで、端子６３が定着フレーム１００に固定される。なお、右側の端子６４もネジＳ１に
より定着フレーム１００に固定される。
【００４８】
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　第１支持壁１２１と第２支持壁１２２は、前後方向において僅かな隙間を挟んで並んで
いる。第１支持壁１２１と第２支持壁１２２との間には、フィラメント６２の一端部６２
Ａが配置されるようになっている。
【００４９】
　第１支持壁１２１の前端には、端子取付面１１０から面直方向に延びる第１面１２１Ａ
と、第１面１２１Ａの下端から後斜め下方に向けて延びる第１傾斜面１２１Ｂとが設けら
れている。第２支持壁１２２の後端には、第１面１２１Ａに前後方向で対面する第２面１
２２Ａと、第２面１２２Ａの下端から前斜め下方に向けて延びる第２傾斜面１２２Ｂとが
設けられている。
【００５０】
　これにより、フィラメント６２の一端部６２Ａを、各傾斜面１２１Ｂ，１２２Ｂによっ
て、第１面１２１Ａと第２面１２２Ａとの間にスムーズに案内することが可能となってい
る。
【００５１】
　取付ボス部１２３は、第２支持壁１２２の左側に隣接して一体に形成されており、その
適所には、端子カバー９０を取り付けるためのネジＳ２（図５（ｂ）参照）が捩じ込まれ
る取付孔１２３Ａが形成されている。そして、第１支持壁１２１、第２支持壁１２２およ
び取付ボス部１２３の下面は、面一に形成されており、端子カバー９０を取り付けるため
の平面状のカバー取付面１２４となっている。
【００５２】
　また、端子取付面１１０の左端部には、端子取付面１１０から下方に向けて突出、詳し
くはカバー取付面１２４よりも下方に突出する第１係合壁１３０が形成されている。第１
係合壁１３０の後端側には、後述する端子カバー９０の後側の第１係合片９３に係合可能
な第１係合面１３１と、第１係合面１３１の下端から下斜め前方に向けて傾斜する第３傾
斜面１３２とが設けられている。
【００５３】
　第１係合壁１３０の前端側には、後述する端子カバー９０の前側の第２係合片９４に係
合可能な第２係合面１３３と、第２係合面１３３の下端から下斜め後方に向けて傾斜する
第４傾斜面１３４とが設けられている。これにより、端子カバー９０の各係合片９３，９
４を、各傾斜面１３２，１３４によって、各係合面１３１，１３３にスムーズに案内する
ことが可能となっている。
【００５４】
　また、カバー取付面１２４の前端側には、当該カバー取付面１２４から下方に突出する
第２係合壁１４０および第３係合壁１５０が設けられている。第２係合壁１４０は、第１
係合壁１３０よりも前側に配置され、第１係合壁１３０に対して前後方向に間隔を空けて
並ぶように配置されている。
【００５５】
　第２係合壁１４０の後端側には、端子カバー９０の前側の第２係合片９４に係合可能な
第３係合面１４１と、第３係合面１４１の下端から下斜め前方に向けて傾斜する第５傾斜
面１４２とが設けられている。これにより、端子カバー９０の前側の第２係合片９４を、
第５傾斜面１４２と第４傾斜面１３４とによって、第３係合面１４１と第２係合面１３３
との間にスムーズに案内することが可能となっている。
【００５６】
　第３係合壁１５０は、後述する端子カバー９０の係合凹部９１Ａと係合する壁であり、
第２係合壁１４０よりも右側に配置され、第２係合壁１４０に対して左右方向に間隔を空
けて並ぶように配置されている。第３係合壁１５０は、係合凹部９１Ａに係合可能な３つ
の第４係合面１５１と、各第４係合面１５１の下端から第３係合壁１５０の内側に向けて
傾斜する３つの第６傾斜面１５２とを有している。これにより、端子カバー９０の係合凹
部９１Ａを、各第６傾斜面１５２によって、各第４係合面１５１にスムーズに案内するこ
とが可能となっている。
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【００５７】
　端子カバー９０は、樹脂製の部材であり、端子６３を覆うカバー部９１と、カバー部９
１の右端部から下方（軸線ＡＬと直交する方向、詳しくは定着フレーム１００とは反対側
）に向けて突出する突出壁９２とを有している。カバー部９１は、端子６３の全体を覆う
大きさの略平板状に形成されており、その左端部には、当該左端部から左側に向けて突出
する第１係合片９３および第２係合片９４が形成されている。
【００５８】
　第１係合片９３と第２係合片９４は、端子カバー９０を定着フレーム１００に取り付け
たときにおいて、前述した第１係合壁１３０を前後方向に挟み込むことが可能な位置に配
置され、第２係合片９４は、第１係合壁１３０と第２係合壁１４０との間に入り込むこと
が可能な大きさに形成されている。これにより、第１係合片９３と第２係合片９４が、第
１係合壁１３０と第２係合壁１４０に前後方向で係合可能となるので、端子カバー９０の
前後方向の位置決めを行うことが可能となっている（図７参照）。
【００５９】
　また、第１係合片９３および第２係合片９４のすべての角部は、断面視円弧状のなだら
かな面となっている。これにより、各係合片９３，９４を、各係合壁１３０，１４０に対
してスムーズに係合させることが可能となっている。
【００６０】
　カバー部９１の前端部には、後方に向けて凹む係合凹部９１Ａが形成されている。係合
凹部９１Ａは、前述した第３係合壁１５０の各第４係合面１５１に係合可能な大きさで形
成されている。これにより、係合凹部９１Ａが、第３係合壁１５０に対して前後左右方向
に係合するので、端子カバー９０の前後左右方向の位置決めを行うことが可能となってい
る（図７参照）。
【００６１】
　また、係合凹部９１Ａのすべての角部は、断面視円弧状のなだらかな面となっている。
これにより、係合凹部９１Ａを、第３係合壁１５０に対してスムーズに係合させることが
可能となっている。
【００６２】
　カバー部９１の前端側には、ネジＳ２（図７参照）を挿通させるための挿通孔９１Ｂが
上下方向に貫通するように形成されている。これにより、端子カバー９０は、挿通孔９１
ＢにネジＳ２を挿通させつつ、ネジＳ２を取付ボス部１２３の取付孔１２３Ａに捩じ込む
ことで、カバー取付面１２４に固定されるようになっている。
【００６３】
　カバー部９１の後端には、当該後端から上斜め後方に向けて傾斜する傾斜壁９１Ｃと、
傾斜壁９１Ｃの後端から後方に向けて延びる延出壁９１Ｄとが設けられている。カバー部
９１と突出壁９２との間の隅部には、カバー部９１と突出壁９２を連結する断面視三角形
状の補強リブ９５が２つ前後方向に間隔を空けて設けられている。
【００６４】
　突出壁９２は、左右方向から見て略台形状に形成されており、カバー部９１のネジＳ２
の頭部と接触する面から突出している。突出壁９２の下端面は、略前後方向に沿った頂面
９２Ｃと、頂面９２Ｃの前端から前斜め上方に傾斜するように延びるテーパ面９２Ａと、
頂面９２Ｃの後端から後斜め上方に傾斜するように延びるテーパ面９２Ｂとなっている。
【００６５】
　突出壁９２の前後方向の長さＸ１は、ローラギヤ８０の貫通孔８１（加熱ローラ４１の
開口４１Ａ）の直径よりも大きくなっている。突出壁９２の上下方向の長さＸ２は、ロー
ラギヤ８０の貫通孔８１（加熱ローラ４１の開口４１Ａ）の半径の１／２よりも大きくな
っている。
【００６６】
　突出壁９２は、図５（ａ），（ｂ）に示すように、ローラギヤ８０の貫通孔８１の下部
を覆うように構成されている。言い換えると、突出壁９２は、貫通孔８１を介して加熱ロ
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ーラ４１の左側の開口４１Ａの一部を覆っている。
【００６７】
　詳しくは、突出壁９２は、左右方向から見て貫通孔８１に重なる部分と、当該部分から
貫通孔８１の周縁よりも径方向外側に延びる部分とを有している。また、貫通孔８１の前
述した下部以外の部分は、カバー部９１の左右方向内側の端面と定着フレーム１００によ
っても覆われている。
【００６８】
　図４～図７に示すように、定着フレーム１００には、ローラギヤ８０の左右方向外側に
配置され、かつ、ローラギヤ８０に左右方向で近接して対向する対向面１０１が設けられ
ている。対向面１０１は、ローラギヤ８０に対する左右方向における間隔（最短距離）が
、第１間隔Ｌ１となっており、左右方向から見てローラギヤ８０の貫通孔８１の一部と重
なっている。詳しくは、加熱ローラ４１が最も左側に寄ったときのローラギヤ８０、つま
りリング部材２００と軸受７２が当接した状態におけるローラギヤ８０に対して、対向面
１０１が第１間隔Ｌ１を空けて対向している。
【００６９】
　突出壁９２およびカバー部９１は、ローラギヤ８０に対して第１間隔Ｌ１よりも小さな
第２間隔Ｌ２を空けて左右方向で対向しており、左右方向から見てローラギヤ８０の貫通
孔８１の他部と重なっている。詳しくは、加熱ローラ４１が最も左側に寄ったときのロー
ラギヤ８０、つまりリング部材２００と軸受７２が当接した状態におけるローラギヤ８０
に対して、突出壁９２およびカバー部９１が第２間隔Ｌ２を空けて対向している。
【００７０】
　ここで、第１間隔Ｌ１および第２間隔Ｌ２は、加熱ローラ４１内に空気が流入するのを
抑えることや、ローラギヤ８０と対向面１０１または突出壁９２との干渉などを考慮して
適宜設定することができる。例えば、第１間隔Ｌ１は、１．２００ｍｍとなっており、第
２間隔Ｌ２は、１．０２５ｍｍとなっている。なお、第１間隔Ｌ１は、例えば、０．２ｍ
ｍ～５．１ｍｍであってもよいし、０．６ｍｍ～３．１ｍｍであってもよいし、１．０ｍ
ｍ～１．６ｍｍであってもよい。また、第２間隔Ｌ２は、例えば０．１ｍｍ～５．０ｍｍ
であってもよいし、０．５ｍｍ～３．０ｍｍであってもよいし、０．９ｍｍ～１．５ｍｍ
であってもよい。なお、上述した数値範囲は一例であり、各間隔Ｌ１，Ｌ２の数値は、上
述した数値範囲に限らない。
【００７１】
　このようにローラギヤ８０に近接した突出壁９２とカバー部９１と対向面１０１とによ
って貫通孔８１を覆うことで、外部の空気が貫通孔８１を通って加熱ローラ４１内に流入
することや、加熱ローラ４１内の空気が右側の開口４１Ａを通って外部に流出することを
抑えることが可能となっている。なお、本実施形態では、対向面１０１の上部に切欠（第
１支持壁１２１と第２支持壁１２２との間の部分）が形成されていることにより、突出壁
９２とカバー部９１と対向面１０１とによって貫通孔８１のすべてを覆っていないが、本
発明はこれに限定されるものではない。例えば、カバー部９１から上方に突出する新たな
突出壁を設け、当該突出壁を第１支持壁１２１と第２支持壁１２２との間の隙間に合致す
るように嵌り込む形状に形成することで、貫通孔８１のすべてを新たな突出壁と突出壁９
２とカバー部９１と対向面１０１とによって覆うようにしてもよい。なお、突出壁とカバ
ー部と定着フレームは、軸線方向から見て、貫通孔のすべてを覆うように構成されていな
くてもよく、貫通孔の９０％以上を覆うように構成されていてもよいし、貫通孔の８０％
以上を覆うように構成されていてもよいし、貫通孔の７０％以上を覆うように構成されて
いてもよい。
【００７２】
　図８に示すように、本体フレーム２の右側（加熱ローラ４１を挟んで端子カバー９０と
は反対側）の側壁２Ａには、本体フレーム２内の空気を外部に排出するための排気ファン
３００が設けられている。なお、図８においては、便宜上、加熱ローラ４１を軸線ＡＬを
含む平面で切った断面図として図示するとともに、ローラギヤ８０のギヤ歯を省略してい
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る。
【００７３】
　以上のように構成されたレーザプリンタ１において、排気ファン３００を駆動させると
、加熱ローラ４１内の空気が排気ファン３００に吸い込まれそうになるが、加熱ローラ４
１の排気ファン３００とは反対側に設けられるローラギヤ８０の貫通孔８１が定着フレー
ム１００と端子カバー９０の突出壁９２およびカバー部９１によって覆われているので、
加熱ローラ４１内にエアーフローが発生するのを抑えることができる。そのため、加熱ロ
ーラ４１内に冷たい空気が貫通孔８１を通って流れ込むことや、加熱ローラ４１内の加熱
された空気が加熱ローラ４１の右側の開口４１Ａを通って外部に流れ出ていくことが抑え
られるので、加熱ローラ４１の加熱効率を向上させることができる。
【００７４】
　また、このように加熱ローラ４１内にエアーフローが発生するのを突出壁９２等によっ
て抑えることで、加熱ローラ４１内の加熱された空気が排気ファン３００によって排気フ
ァン３００側に流れることにより定着フレーム１００の排気ファン３００側の部分が加熱
されて当該部分からＵＦＰ（Ｕｌｔｒａ　Ｆｉｎｅ　Ｐａｒｔｉｃｌｅ：超微粒子）が発
生するのを抑えることができる。
【００７５】
　以上、本実施形態によれば、前述した効果に加え、以下のような効果を得ることができ
る。
　突出壁９２がローラギヤ８０に対して左右方向に間隔を空けて配置されているので、ロ
ーラギヤ８０が突出壁９２に干渉して傷つくのを抑えることができる。
【００７６】
　なお、本発明は前記実施形態に限定されることなく、以下に例示するように様々な形態
で利用できる。
　前記実施形態では、ローラギヤ８０の貫通孔８１の一部を突出壁９２で覆う構成とした
が、本発明はこれに限定されず、例えば、前記実施形態における加熱ローラ４１の右側の
開口４１Ａの少なくとも一部を端子カバーの突出壁で覆うように構成してもよい。また、
突出壁によって、加熱ローラの開口のすべて、または、ローラギヤの開口のすべてを覆う
ように構成してもよい。
【００７７】
　前記実施形態では、端子カバー９０で端子６３のすべてを覆うように構成したが、本発
明はこれに限定されず、端子カバーは、端子の少なくとも一部を覆うように構成されてい
ればよい。
【００７８】
　前記実施形態では、ヒータとしてハロゲンランプ６０を例示したが、本発明はこれに限
定されず、ヒータは、例えばカーボンヒータなどであってもよい。
【００７９】
　前記実施形態では、排気ファン３００を加熱ローラ４１を挟んで突出壁９２とは反対側
に設けたが、本発明はこれに限定されず、排気ファンは、加熱ローラに対して突出壁と同
じ側に配置してもよい。この場合であっても、加熱ローラ内の空気がローラギヤの貫通孔
を通って外部に流出するのを突出壁等によって抑えることができるので、加熱ローラの加
熱効率を向上させることができる。
【００８０】
　前記実施形態では、レーザプリンタ１に本発明を適用したが、本発明はこれに限定され
ず、その他の画像形成装置、例えば複写機や複合機などに本発明を適用してもよい。
【００８１】
　前記実施形態では、突出壁９２を軸線ＡＬと直交する方向に突出させたが、本発明はこ
れに限定されず、突出壁は軸線方向と交差する方向に突出していればよい。
【符号の説明】
【００８２】
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　１８　　定着装置
　４１　　加熱ローラ
　４１Ａ　開口
　６０　　ハロゲンランプ
　６３　　端子
　８０　　ローラギヤ
　８１　　貫通孔
　９０　　端子カバー
　９１　　カバー部
　９２　　突出壁
　ＡＬ　　軸線

【図１】 【図２】
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